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鶴見川多目的遊水地で洪水を貯留

※「Ｔ．Ｐ．」水位を現す単位で、東京湾平均海面からの高さになります。
※※「鶴見川多目的遊水地」洪水を一時的に貯留する施設で、横浜市港北区小机町地先にあります。
施設内にサッカーやラグビーのワールドカップ、オリンピックが開催された日産スタジアムなどが
あります。
※※※「越流堤」囲繞堤の一区間周囲の堤防の高さよりも低い構造にし、増水時に河川水を流入さ
せる施設です。
○詳細は京浜河川事務所のHPをご覧下さい。

URL：https://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/keihin_00000203.html

○数字は速報値であり、変わる場合があります。

リバーシビックマネージャー（ＲＣＭ）：住民のボランティア活動の一環として、河川管理の支援をしていただくことを目的に創設された制度です

京浜河川事務所リバーシビックマネージャー機関紙 ２０２１年 １０月号【２２３号】

国土交通省関東地方整備局 京浜河川事務所ＲＣＭ事務局 URL：https://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/

TEL：045-503-4015 FAX：045-503-4092 メール／ktr-keihia50@mlit.go.jp

令和３年９⽉１８日の台風１４号による⼤⾬のため鶴見川が増水し、鶴見川⻲の⼦橋水位観測所の
水位は、避難判断水位を超え、Ｔ．Ｐ．＋６．２７ｍ※まで上昇しました。
午前７時４０分から９時２０分まで、増水した河川の水が鶴見川多目的遊水地※※の越流堤※※※

を超え、遊水地に流れ込みました。
流れ込んだ水の量は約１９万立方メートル（立方体に換算すると一辺約５８ｍ、霞が関ビル０．４

杯分になります）に達し、直近に設置されている⻲の⼦橋水位流量観測所の水位を約０．３メートル
低下させたと推定されます（右下図参照）。
鶴見川多目的遊水地は、平成１５年（２００３年）６⽉の運用開始から、今回で２２回目の洪水流

入となり、今回の貯水量は運用開始以降８番目に多い量でした。
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〜令和3年9月の台風14号〜

水位比較（亀の子橋）

遊水地あり遊水地なし

遊水地に流れ込む河川水 新横浜出張所から遊水地を臨む



RCM事務局より
9⽉13日朝、神奈川県小⽥原市の海岸で、体⻑およそ１４メートルの死んだクジラが漂着しているのがみ

つかりました。クジラと言えば、多摩川に昭島市が占用している「多摩川緑地くじら運動公園」がありま
す。多摩川河口から約５０ｋｍも遡った地点ですが、昭和３６年に現地でクジラの化石が見つかったこと
に由来するものです。そのあたりで昔クジラが泳いでいたことを想像すると不思議な気持ちになりますね。
RCM事務局 鈴木、関屋

今回は、２件のご報告を頂きました!
令和３年９月RCM活動報告

チップ材の敷設作業状況

↑御報告頂いた写真です

９月の御報告より 皆様からの御報告 お待ちしています！
浅川分科会 林さまより
●質問です。変わらぬ河川見回り等、有難う御座います。

さて、前にも何度か刈り込みいただきました、浅川の八王子郵便局駐車場前の、排水溝

が写真のような状態になり、大水が出ますとこれらが排水口に詰まりこの上流数十軒が

床上浸水となりますので、何卒刈り取って頂きたくお願い申し上げる次第です。私共で

刈り込みを行いたいと思っても、段差が大きく、降りることが出来ません。

ご面倒でしょうが、この僅かの区間が、国交省の管轄であることを、見回りの部署の

方々に知悉徹底頂けますなら、幸甚と存じます。

年一、二回の出水期にお目を通して頂けるようご配慮お願い申し上げます。

【御報告ありがとうございます。御報告いただいた場所は９月２０日前後に除草を実施する予定

となっております。今後ともよろしくお願いいたします。】

９⽉２６日午後、多摩川流域懇談会の主催により日野市東部会館内ホールで開催された第３回多摩川流域歴
史シンポジウムをWEB配信しました。
２０１４年から実施されてきた歴史セミナーの集⼤成としての歴史シンポジウムとして、東京⼤学知花武佳

准教授による「河川工学からみた多摩川の歴史」の講演、パネルディスカッション「歴史セミナーを振り返っ
て〜多摩川の開発と⽂化」が⾏われました。
講演録が後日公開される予定です。また、多摩川流域歴史セミナーを基に多摩川の歴史をまとめた流域マッ

プをHPにて公開していますのでぜひご覧下さい。
URLはこちらです。https://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin01109.html

↑除草実施後です

日時：令和３年１１⽉２７日(土) １３：３０〜１６：４０ ／開催形態：オンライン方式(ZOOM) ／
費用：無料 ／ 内容：「多摩川のグリーンインフラ」（基調講演、紹介動画、実践紹介、意見交換）
／ 申込み方法：氏名、ご連絡先（電話番号・メールアドレス）をご記入の上、mizutomidoriken@ybb.ne.jp

あてメールにてお申し込み下さい。
（担当：多摩川流域懇談会事務局みずとみどり研究会（担当：佐山））主催：多摩川流域懇談会


